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Ｑ１：次の文章の括弧の中を埋めよ 

 公共用水域の水質について基準を設けている法律は、環境

基本法 である。この法律によって定められた基準には、人

の健康の保護に関する環境基準と、生活環境の保全に関する

環境基準がある。 

水質に関する環境基準では、日本四大公害の原因として知ら

れる水銀やカドミウムは、人の健康の保護に関する環境基準

に定められている。一方、水素イオン濃度や、溶存酸素量、

浮遊物質量、などは、生活環境の保全に関する基準に定めら

れている。 

琵琶湖の水質について環境基準に関する取りまとめを行って

いるのは滋賀県である。しかし、琵琶湖は広大なので実際に

観測しているのは、国土交通省、水資源機構と滋賀県である。 



Ｑ２：下水に油を流してはいけない、と教えられたこ

とがあると思います。どのような説明であったか思い

出して説明してください。できれば、教わった場面

（学校であれば学年）も書いてください。 

 

 

皆さんの解答を読んだ感想： 

●今年は「富栄養化するから」と書く学生さんがいな

くてびっくりしました。（安心しました） 



Liebig の最小律 

Yield is proportional to the amount of the most limiting nutrient, 
whichever nutrient it may be. 

作物の収量はもっとも枯渇する栄養に比例する。 

どのような栄養であろうとも。 

Justus von Liebig 
(1803-1873,ドイツ人） 
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地殻に含まれる元素の比率 
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タンパク質の構造 
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DNAの構造  

（一本の鎖はリン”P”でつながっている） 





ATP（アデノシン三リン酸）の構造 



全リン、全窒素とクロロフィルの関係 
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次回予告 

「リンや窒素はどこからくるか」 
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